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岡山縣久米郡坪井鉱山付近の地質及び鉱床一とく

に岩石及び鉱床の形態につし・で

光 野 千 春

　　　　　　　　　　　　　　　　　前　　　書

　　　　　　　　　　　　　　（1）
　坪井鉱床は岡山県久米郡大井町にあり，姫新線沿線の津山一一勝由の中間に位する。

　付近一帯の古期暑類は，そのほとんざが三郡変成帯（本山支脈ま7こは山陽支鷹）の結晶片

暑・准片岩で構成されている。この地域の結晶片岩。准片碧類は外帯結晶片暑類に比して

変成度も低いので，従来線色片岩として一括されていたものが，火成署源のもの，基性凝

灰岩源のものに分類することが可能となつた。まずこ坪井鉱床は層状含銅硫化鉄鉱床であり，

凝灰岩源の線色片岩中に胚胎する。

　これらの：とがらに関して大体の概要を昭和28年のN本地質学会第6◎年年会学術講演会

において報告した。

　謝辞　この稿を草するにあたり，いろいろと御批判・御指導下さつた岡山大学大江二郎

教授，逸見吉之助教授，現地において御指導くださつた広島大学木野崎吉郎教授，同小島

丈児教授，地質学会絡了後現地において御批判，御指導下さつた堀越義一氏，東京大学今

井秀喜助教授のかたがたに感謝の意を表する次第である。

　　　　　　　　づ
　まずこ現地において調査中いろいろと御便宜を提供してくださつた昭和鉱業株式会社坪井

鉱業所所長江島一次氏及びその地の職員のかたがたに厚くお礼申し上げるcr

　なお本調査は昭和27年度萄お県商工部企画による地下質源精査計画の一部として行われ

た。ここに関係各位に対し謝意を表する。また費用の一部には文部省科学研究費交付金の

一部を充当した。

　　　　　　　　　　　　　　地質及び構造

　　　　　　　　　　　　　　1地質圖作成について

　この地域の地質及び構造についてのべるまえに，地質図作成のしかたについてのべる。

　坪井鉱業周辺はその大部分が結晶片岩類により構成されているので，これら結晶片岩類

を原碧種別の色分けによつて地質図を作成しナと。これによると，この地域の結晶片岩類は

つぎのものによつて繕成されている。

　a泥質岩源の結晶片岩　（schists　of　peiitic　rOck◎r葦gi鷺）…………

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　……泥質片岩　（peiite・schists）

＊広島大学理学部地学教窒研究業債第29琴
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b　砂質岩源の結晶片岩　（schists　of　sandstone　origin）…………

　　　　　　　　　　　　　　　……砂岩片岩　（sandstone－schists）

c珪質岩源の結晶片岩　（schists　of　siliceous　rock　origin）…・・……・

　　　　　　　　　　　　　　　　・…・・i≡圭質片岩　　（slliceous　schists）

d石次岩源の結晶片岩くschist　of　limestope　origin）．．＿＿＿．

　　　　　　　　　　　　　　　　……石灰岩片岩　（limestone－schist）

e基性凝荻岩源の結晶片岩（schists　of　basic　tuff　origin）・…・・……

　　　　　　　　　　　　　　　　……基性凝灰岩片砦（basic－tuff－schists）

f輝緑岩源の結晶片岩　（schists　of　diabase　origin）…………

　　　　　　　　　　　　　　　　……輝維岩片岩（diabase－schists）

g　蛇紋岩源の結晶片岩　（schists　of　serpentine　origin）…∵……

　　　　　　　　　　　　　　　　……蛇紋岩片岩　（serpensine－schists）

h　酸性凝友岩源の結晶片岩　（schists　of　acidic　tuff　origin）…………

　　　　　　　　　　　　　　　　……酸性凝灰岩片岩（ac　idic　－tuff　－schists）

　i石英斑岩源の結晶片岩　（schists　of　guartz－porphyry・origin）…・・…・…

　　　　　　　　　　　　　　　　……石英斑端片岩（quartz－porphyry・schists）

の9覆類に細別しうる。これらの原岩を剣定するには，残帯鉱物・残留組織及び現出状態

により分類を行い，この観点より，岩石変減の過程を辿る方法をとつた。

a，b，　c，　d．は各のあいだの互層関1系及び各の岩石中に含まれる碑屑鉱物・鉱物構成

及び組綴により剣別しうる。e，　hは泥質岩の薄暦をはさみ，成分も不均質で碑屑鉱物

（おもに石英）の残晶がかなり認められる。fは輝石←一部角内石）の残晶を含み・塊状

で濃瓢色を呈し，短珊状組織（ophitic　textuue）の認められるものが多い。9は油肌を

呈し，輝石（－7部樗檀石）の残晶を含み，再結晶鉱物として，板温石のほかに滑石・石綿

の形成が著しい。i．は石英の残斑晶（porphyroblast）を多く含み，長石類も砂碑された

ま5残存していることにより判別しうる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　2層　　　序

　この地域は結晶片端類と，これを不墜合におおう第三紀暦（砂岩・礫岩・一部頁岩）及

び少数の脹岩類（玄武岩・リソイダイト・石英斑岩）よりなる。

　結晶片岩類は5つの累層に分帯できる。すなわち，一番下位は縛色岩類（基性凝灰岩・

輝維岩・蛇紋岩を原岩とするもの）により特徴づけられ，あいだに泥質片岩・砂岩片岩の

薄層が衣在する。坪井鉱床はこめ墓性凝灰岩片岩中に胚胎する層状倉鉦耐化鉄鉱床であ

る。・・……・層厚300m十
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　この上位に砂岩片岩層がくるが，泥質片岩及び基性凝灰尉の薄層がはさまれる。ますこ砂

岩片中には酸琵凝灰岩片暑の薄層が爽在する。………層厚1◎0～300m

　この砂岩片暑層の上位にかなり厚も・碁性凝灰岩片岩により特徴づけられる（一部輝緑暑

片端層）岩層がのる。……贋厚400m十　またこの墓性凝灰岩片岩層の上位に酸性凝灰黛片

岩及び石英斑岩片碧層がくる。この岩層は一見砂署片岩に類似しているが，白色緻密で細

粒である。………暦騎6◎m十

　さらにこの上位には基擁擬灰岩片耕と泥質片岩暦がのる。………層厚1◎◎m十

　以上の暦序から大体3つの時期にわたつて墓性火成活動の存在がしられ・その中間の時

期に砂岩の堆積及び酸性火成活動の行われたことが推察される。

　なお酸性火威活動の開始は砂岩層の堆穆：の鳴期にすでに始まつていナこことが・酸性凝灰

片署の薄層が概岩片署層中にみられること，また砂岩片岩中の砕屑鉱物の種類から容易に

推察される。

　また各時期のあいだに断層及び不盤含の関係が認められないので，これらの堆積及び火

成活動は相連続して行われたものと考えられる。

　またこれら結晶片岩類の変成度は南するにつれ低くなり，本地域の南限付近は准片砦に

漸移する。

　なおこれらの結晶片岩類を不墜合におおう第三紀層は姫新線に沿い高度210mのレベル

まで観察される。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　3　構　　　造

　この地域の結晶片箔暦の礎向は大体において，N7◎哩～N7◎°Wのあいだを示している

が，この地域の南限付近ではN20eE～N30eWのあいだを示す場合がある。傾斜は北より

南にかけて漸次綾傾斜となりS60°よりS20鰭なるが，羽根木付近で局部的に向斜・背斜

を形成して，ふアゴこびS15。～20。の傾斜に移過する。しかし乙の地域の東側（七森一大谷

間）は単斜構造をなし，甫するにつれ緩傾斜となる。

　線方向は大体においてS60・～70。Wを示し，その方向への傾斜は1S°～40°のあいだを

示しているが，南限近くではこの線方向は発達下良で測定困難な場合が多い。この線方向

は坪井鉱床付近においては発達著しく，紡方向を含むslip－Plane（S．oとする一後述）が

片理面（Slとする一後述）を切つている状態がよく観察される。

　　　な踊臆のテ餉・傾斜は結晶片岩の片理面（s1）の餉・隙｝であり・鯉鞭のそれではな

　　　い。そこで片理面と鯉面とが一致s一るかいなかの悶題となるわけだb’：一例として棚擬1《

　　　岩片岩と塑質片岩との互瞬部分で測定した場合についてみると，大沐一致しているとみてさし

　　　つかえない。ただ岩瞬の微摺曲が至るところでみられるので，実辮（縫質譲を作成して求めた

　　　場合の走同・傾製と，笑測値とでは一致しないことが多いが，このようなことは財晶片岩旭域
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ではふつうにみられることである。

野 千 春

　　　　　　　　　　　　　　　　構　成　岩　類

　本地域を構成する結晶片岩は9種類の原岩よりなる。すなわち，まえにものべたように，

砂署片岩・泥質片岩・珪質片岩・石灰岩片岩等の堆積岩源のもの，基性凝灰岩片岩・酸性

凝灰岩片砦・輝緑岩片岩・蛇紋岩片砦・石英斑岩・片岩等の火成岩源及びこれに俘なう火成

砕屑岩起源の結晶片岩類である。これら結晶片岩類の代表的な岩石の酵成鉱物・組織・変
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　弓
成分化についてのべることにする。

　　　　　　　　　　　　　　　　1砂　岩　片　岩

　砂岩片岩暦は本地域の中央部を東西に走る中粒の岩暦で，この岩層中には基性凝灰岩片

砦と泥質片岩の薄暦をはさむ。またこの砂岩片岩層中に酸性凝灰岩片岩の非常に薄い暦を

爽在しているが，これと砂岩片岩とは類似しているので，境界付近は肉眼的に区別しにくい

　変成の程度は非常に低く，ほとんざが破砕作用のみにとゴまり，再結晶鉱物の形成は著

Fig　1．砂岩起源の結晶片岩

Q：沿英　（レリクト）
0：正長Ti　（レ・」クト）

P：余斗良τi　（レリクト）

Z：ジノtコン　（レリクト）

M：微斜畏石（レリクト）

S：絹雲駐

L：白チタン石
Pa：パンベサー石

St：スティルプノメレイン

　　　　　　　　　　　余白の臼い部分は再結晶石英（一部哲長石）

しくない。残晶としては，石英が最も多く，ついで斜長石・正長石・普通輝石・ジルコン

（少い）の順になつている。

　再結晶鉱物としては，細位粒の石英・絹雲母・パンペリ湯石・白チタン石・線泥石’ス

ティルプノメレインがある。

　残晶の石英は破砕・撹曲して波動清光を示し，斜長石は同様に破砕・擁曲して・一部曹長
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石化している。正長石も破砕され，絹雪母により充境されている。普通輝石も破砕されて

パンペリ・一’石・白チタン石を晶出し，一部線泥石により充境されているのが観察される。

　　　　　　　　　　　　　　　2石次岩片岩

　石灰岩片岩は本地域の羽根木一下畑間の泥質片岩中にレンズ状に爽在する碧層であり，

宗全に結晶片岩化して再結晶し・変成以前の不純物と考えられるものが炭質物に変化して

縞状に排列しているのが認められる。この石灰碧片岩中に海百合の董らしきものが認めら

れるが，確認できなかつた。

　　　　　　　　　　　　　　　3逡緑岩片岩

　輝線岩片岩は，ほとんごすべての場合，基性凝灰岩片岩に俘なわれている。この輝緑岩

片砦中坪井鉱床を胚胎する輝線砦片岩は，角閃石・輝石輝線岩片砦であり，ほかのものは

輝石輝緑砦片岩である。

Fig　2．角閃石輝緑岩起源の結晶片岩

　耳，：角閃石（レリクト）　C：緑泥石

　P：パンベリー石と白チタン石の集合

　A：曹艮石

Fig　3．角閃石輝緑岩起源の結晶片石

　H：角閃Ti（レリクト）

組織：短珊状構造（レリクト）

　C：緑：混石

　P：パンー〈　V　’一　Ti（一部陽起石）

　L：白チダン眉

　A：曹長石
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F三9．4．普通輝石一一普通角閃石輝緑岩起源・の結晶片岩

　　　A．：普通輝石1（レ．yクト），．

　　　H；普通角閃石（レリクト）　　　　　　Lt

　　　C；緑．尼石　P；ペンペリー石　　　　　竃

　　　L：Eiチダン石　　　　　　　　　　い＋t

　　　a：曹長眉

　変成度は外帯に見られる線色片岩のそれよりも低く，再結晶作用は維泥石・パンペリー

石・白チタン石形成程度で，陽起石を形成しているものは少い。またレリクト（残晶なら

びに残留組織）紐しては，普通角閃石・普通輝石・斜長石類及び短研状組織が普通にみら

れるo

　これらレyTクトの変化の過程を辿ると，まず普通雨閃石は角閃ヨ→パンペリー石＋白チタン石＋

　緑泥石の変化を辿る。すなわち変成作用の開始とともに主として壁開に沿つて破砕され・ついで

　壁開及ひ周辺部より内部に向つてペンーe・V　一一石，日チンタン石，緑尼石が膨或浸透し，ついに仮

　像のみとなる場合，及び鰺開や割目に沿い緑尼石を形成し、充翼する場合がある。

　　普通輝石も前述と同様の過程を辿るほか，その’ままの形で緑築石に変化したものもごくわずか

　ではあるが言忍めらオLるo

　　また斜長石類は双晶線が曉曲し，ついで破砕されて細粒1ヒし，ソーシユールTf化・晋長石化の

　過窪を辿る。

　残留組織の短腸状組織は，有色鉱物の変形・変化に俘ない，組織もかわり，ついに全然

・ 認められなくなる場合が多いが，その片鱗をとどめているものもかなり認められる。

　　　　　　　　　　　　　　　4輝緑凝友岩片岩

　本地域の輝豫凝灰岩片岩は6枚以上の岩暦よりなり，全体としてかなりの層厚を有する。

坪井鉱床を胚胎するものは七森一金光山を結ぶ線を東西に走る輝維凝灰岩層である。これ

ら輝線凝灰岩片岩層中には泥質片岩の薄層が多数爽在しているが，はなはだしい場合には

輝線凝灰岩片岩の方が泥質片岩中に爽在するようになる。

　輝線凝灰岩片岩の変成層は一般に低いが，南限近くはさらに低くなる。このことは線方

向の発達の度合，再結晶鉱物の晶出程度等によつても認められる。
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β

Fig．5．基性凝灰岩程源の結晶片石

　　点群は臼チタン石

　　短柱状のものはペンペリー石

　　白い部分は緑’尼石

　輝線凝灰岩片岩の再結晶作用は・本地域においては，白チタン石・パンペリー石・線泥

石・陽起石が晶出する程4Ptで・それμ外の鉱物の晶出の認められることは少い。白チタン

石・パンペリー石・緑泥石の形成は全域を通じてふつうであるが，陽起石の晶出は南部に

おいて少く・北部において多い。北部ではパンペリー石が清失した場合が多く，これにか

わつて陽起石が晶出する。

　なお坪井鉱床坑内においてみられる鋤のうちの主体をなす線泥石は単に線色片岩の変成

再結晶作用によるものとは考えられす，鉱液による交代作用の産物と考えられる。

　　　　　　　　　　　　　　　　5　蛇紋岩片岩

　蛇紋岩片岩は本地域の最下位にある輝線凝灰岩片岩に俘なわれて層状をなすものと下畑

坑母岩の輝線凝灰岩片岩中にレンズ状に貫入しているものとがみられる。

　蛇紋岩片岩周辺部の輝繊凝灰岩片岩層及び泥質片岩層は変成作用の際蛇紋岩片岩部から

滑石の供給を受けており・かなりの脂感を有しており，鏡下においても滑石の形成が認め

られる6

Fig．6．蛇紋岩，｝星源の結晶片岩

　A：板温石　H：赤鉄鉱

　T：滑眉
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　蛇紋砦片器は残晶として，撒椀石（少）・普通輝石が認められる・撒櫛石は周辺部より白

チタン石・陽起石を形成し，ついで滑石・板温石・石綿の形威が行われ・ついには撒櫛石

は仮豫となり，内容は板温石・磁鉄鉱等の集合物となる。また石綿はしばしば細脈（巾0．

ユ～2mm）となつて網状に分布しているのが，下畑坑内にがいて観察される。

　また普通輝石は壁開及び周辺部より白チタン石及び線泥石・陽起石を形成する。

　　　　　　　　　　　　　　　6酸性凝荻岩片岩

　酸性凝灰岩片岩は本地域の滝の奥附近に分布しており，変成度は低く准片岩に近い。岩

質は優白色で，片理面が発達するが，線方向もわすかながら認められる。

Fig．7．酸性凝天岩起源の結晶片岩

　Q；石英（レリクト）　S；絹雲母

　0；正良石（レリクト）　L：白チタン石

　　白い部分は石英（一部語長石）

　残晶としては石英・正長石・曹長石が多く，石英は破砕されて細粒化し，波動清光を示

す。長石類も破砕作用を受けて部分的に不規則な形で残るほかは細粒化して曹長石化し・

絹雲母を晶出している。

　　　　　　　　　　　　　　　　7　石英斑岩片岩

　石英斑岩片岩は酸趾凝灰砦片岩に俘なわれる。この岩石も変成度が低く，准片岩に近い

ので，レリクトは大抵の場合破砕作用のみで，変成再結晶作用はほとんざ行われていな

いo
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F三g．8．眉英斑岩担源の結晶片岩

　　0：正長石（レリクト）

　　Q：石英（レリクト）

　　P；斜長1石（レリクト）

　　S；絹雲母　L；白チダンTi

ム

石英・正長石・斜長石が主成分で，微斜長石は少い。石英は破砕されて波動清光を示す。

正長石は破砕されて波動清光を示し，破砕により生じた割れ目に沿い絹雪母を晶出し充填

している。斜長石は擁曲，破砕されて波動浩光を示し，一一部長石化している。

　6及び7の項で酸焼凝天岩片岩及び石英斑岩片岩についてのべたが，わが調の古生代において酸性

火成活動の行われた時期としてはゴトランド紀に流紋岩質岩の火成活動が行われたことがよくしら

れている。なお最近新潟県青海地の最上部二畳紀石灰岩中に流紋岩質凝灰岩のあることが河田茂謄

にょつてみいだされている。

　本地域においてはこれら酸性表成火成岩類が完全な地否としてみいだされ、その分布もかなりの

広さにわたつている。この泡域の変成岩類は三郡変成帯に属し、時代もつまびらかでないが，岡山
　　　　　　　　　　　カンペ
県真庭窟脇山町北方の神庭地域の石灰岩中には多くの紡鋤虫の化石がみいだされ，小西健二により

研究が行われており，時代は下部二畳紀のものであるここが判垢している。この化石石天岩否は三

郡変成岩中に來在するもので，少くともこの付近の変戎岩頃り一祁まド部二畳：1己C・s，るわけだが，

問題の酸性表成火威岩顛を含む三郡変成暑類とのあいだの暦序謁添は明らかになつていない。　　J一

　　　　　　　　　　　　　　　　　鉱　　　　床

　　　　　　　　　　　　　　キンコウ
　坪井鉱宋は本地域の七諜一金光hを結ぶ線を走る輝畿凝灰岩片岩層中に胚胎し，層状含

銅硫化鉄鉱床ということができる。

　　　　　　　　　　　　　　　　1坑　内　地　質

　坪井鉱床坑内における基性凝灰岩片岩層は，走向ほぼN70°E～N70°Wのあいだで変化

し，傾斜はS45°～60°の変化を示す。線方向はS60Q～75°Wのあいだを示し，その方向へ

の傾斜は10°～30つである。

　坑内においては基性凝灰岩片岩のほか，泥質片岩がみられ，この爾者の境界付近では互

届関係が観察されるo
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　　　　　　　　　　　　　　2鑛体の形態及び位置

鉱体は4箇が大体東西に配列し，そのうちの東より2番目の富鉱体の落しの方向にさら

にひとつの鉱体が存在する（附図II）。

　鉱体の胚胎する位置は塞性凝灰砦片岩屠の上限近く（基性凝灰砦片岩層の厚さは20m士

で上限1～2m付近）であり，大体において雁行状配列をなしているとみなされる。

2　置゜　∠°3°4σ　5㌦

　

＼｝

鉱石をはさむ断層

Fig．9　下部富鉱体の漸面叉

　すなわち坑内の東西フk千坑道を西向するにつれ，鉱体及びそれに俘なう麺のうちが細く

なつて清滅しかけると，つぎの鉱体ならびに樋のうちがその上位より現われ，東向する場

合は下部より現われるが，これら鉱体及び麺の内はわすかながら片理を切つている（部分

的には不規則に）ごどが裡察される。また斜坑（大切斜坑）においてもひとつの鉱体及び

それに伴なう麺の内が酒滅しかけると，その上位よりつぎの鉱体及び麺のうちが現われ始

める。しかしときとして逆の現象もみられ，2つの鉱体が接近することが多いために，鑑

のうちは接してしまつて，不規則な形を呈することが多い。（Figユ0，11，12，13，14）

　　　　Fig．10．鎚の5ちと母岩の片理との関係（その1）

　　　　　　　　　　　　（東運搬坑）
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W’i－2tS．k5

“　　’口燭　　＼　　＼
　　　　　　　　樋面（s・）鮪　　鋤内

　　Fig．11．麺のうちと母岩ノ）片理との関1系

　　　　　　　　　　（その2）（F五番坑）

ξ≡≡≡≡≡ミ§多　　　　≦≡≡≡多
　　　　　　　　　　　　　　　　　w馨・　　一ミ≡

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　E　　　　或爺理面、，、融内

　　　　　　　　　　　　　Fig．12．鎚のうちと母岩の片理との関係

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（その3）　（下四番中段坑）
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　　　　　　　　　　　　　鋭石　　断暦　　　　　鋭の内
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　片理面（Sl）
　　　　　　　F三g．13．鎚のうちと母岩の片理との関系（そのi）（酉運蝦坑）

鉱体の落しの方向はS60°～70°W（傾斜15°～40°）を示しており，大体，母砦の線方向

に一・致している。

　各富鉱体については，掘りあとに残されている龍頭及び坑道にみられる鉱体について詳

しくしらべた結果，各富鑛体は小さな鑛体群の集合により形式されたもので，これら鉱体

群も雁行状配列をなしていることが観察されるのである。（Flg　10，ユ1，ユ2，13，ユ4）

　ま’tこ富鉱体の各ひとつすつは走向方向に長く，落しの方向に短い形態をなしているのが

観察されるが，小鉱体は落しの方向に長く，走向方向に短い形を示すらしいことが，掘り

あとの状態より推察される。

　　　　　　　　　　　　　　　　0　　　　　　　　100
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　c〃
　　　　　　　　　Fig．14．鎚のうちと母岩の片理との関係（その5）
　　　　　　　　　　　　　　　　（大切斜坑）
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　　　　　　　　　　　　　　　　3．片理面について

　坑内においてみられる著しい特徴として，ふつういわれている片理面（foliation　plane，

これをS1とする）のほかに，この片理面上に線方向を示す条線として表現される他の一つの

S面（これをS2とする）が観察される。このため，　S　1面は非常に顕著なヒダを形成し・

あたかも，ナゴこみの目のごとき凹凸がみられる。このS2はS1，鋤のうち及び細鉱脹を切り・

また富鉱体（主として黄鉄鉱）は破砕作用をうけ，そのあいだを黄銅鉱・磁硫鉄鉱が充填

しているのが観察される。これらの観察事項からつぎのように結論される。すなわち；一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　黄鋼鉱

鋭の門

磁

　　　；　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　責銅鉱
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　石英眠
　　　　　　　　　　　　　o　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ

　　　　　　　　　　　　　ー一一哺一吻
　　　　　　　Fig．15．錘の内研悪面に於けるS1，S2，ビリヒの関系（Lb・axis）

　まつ最訪にsiに表現される運動が行われ，その運動中に鑛体の形成が行われ（黄鉄鉱・

黄銅鉱・磁硫鉄鉱），運動絡了後にS，に表現される蓮動（sガρmovement）が行われて

　　　　　　　　　　　　　　　　　　黄鉄鉱

　　　　　　　　　　　　　0　　　　　　　　　　　　　5
　　　　　　　　　　　　　卜＿＿＿＿一一一一一一一一一一一→ぐη乙．
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Fig．16．鉱石の破砕現象
　　黒い粒状及び点点群は黄鉄鉱粒
　　　S2の見える部分の白いものは鎚の内
　　黄鉄鉱位の間の白いものは黄銅鉱（一部磁硫鉄鉱）

鉄鉱
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　石英

　　　　　　　　　　　　0　　　／　　　　2　　　　3
v－一一一一一L・一一＿一一＿＿一＝＿＿＿ny＿　　ぐ寵

　　　　　　　　　　　　　　F田．17．鉱Tfの破砕現象
　　　　　　　　　　　　　　　　　　黒い角磯伏の’ものぼ黄鉄鉱　　　　　　　’一

　　　　　　　　　　　　　　　　　白い部分は磁硫鉄鉱

S1及び鍋の内はS2面によリ切られ，筐鑛体及び鑛脈は破砕されて，黄銅鑛，磁硫鉄は再溶

解されて破砕黄鉄鑛粒間を充填し，一部は鍾の内に分技し，S2面により切噺されたものと

考察される（Fig．15，ユ6，ユ7）。

　このS1面とS2面の運動の時期の長さについてはもちろん不明であるが，新宮鑛床（光野

1953）1こおける鉱体周辺部の運動様式と比較すると・新宮鉱床の場合は・S1とS2の運動の

時期は，S1の運動の時期の途中よリS，の運動が開始され，流状摺曲の形式をとつたものと

解釈される。

　このS2面の走向はN20°～40°E，傾斜はNSO°～70°を示すことが多い。

　なお坑内においてみられるS2とS1，鐘のうち及び鉱体との関係it　）線方向に直角に切つ

て研磨面のスケッチで示した。（Fig．15）

　　　　　　　　　　　　　　　4．坑内における断層

　坪布鉱床の坑内においては，大体，N60°E（傾斜S80°）N30°E（傾斜S65°），N70°E

（傾斜S70°）の断　がみられ，これに俘なう小断　も数多く観察される。これらの断　は

フk雫に15～30mのズレを示し，上下方向のズレは少ない。これらの断　によつて富鉱体が

明確に切られたものはなく，鉱体の配列位置がズレしているものにすぎない。

　またこれらの断　のほかに，大切斜坑にみられるものと，5番坑においてみられる断　

は細長いレンズ状の鉱石（長さ1～5m，巾10～50cm）をはさんでいるのが観察される。
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この断戸にはさまれる鉱石は，破砕作用を受け七おらず，周辺部に対して，樋の内を形成

しており，この断戸をはさλ、だ雨盤間にレンズが認められない。甚だしい場合には，断暦

中にはさまれる鉱石と，富鉱体とが接濁（4番中段東押入口）した部分が観察される。

　この断層中には鉱石をはさむとはさまざるとにかかわらす鋤の内を形成し，その爾盤に

対しても鋤の内を形成している。すなわち，断層中及びその周辺に対して帯状に維泥石化

作用をあたえているので，これらの断層中にはさまれている鉱体は，坪井鉱床の主要鉱体

形成後の断層運動により，富鉱体より引きちぎられたものではなくて，主要鉱依形成前あ

るいは形成中のいすれかの侍期に形成され’tこ断層に沿つて，鉱液が上昇し，周辺に線泥石

化作用をあたえて鉱床を形成したものと考えられる。

　　　　　　　　　　　　　　　　結　　　　語

　以上で坪井鉱床及びその周辺地域の結昆片岩類及び鉱床の糊生についてのべたが・ここ

に改めて前述の事項をまとめてみることにする。

　ユ．坪井鉱床周辺部の結昆片岩類は外帯の結昆片岩類に比し変成度が低いために・原岩

種別による判定が相当に可能である。

　2．坪井鉱床は基性凝灰岩片岩中に胚胎する層状含銅硫化鉄鉱床であり・鉱体の排列は

雁行状配列をなすとみなされ，落しの方向は母岩の線方向のそれとほぼ一致する。また各

富鉱体は小鉱体群の集合よりなる0

　3．この地域の結晶片岩では，片理面（S1）に急角度に交わる他の一つのS面（S2）が

存在する。S2はS1と鉱体及びこれに俘なう麺の内を切り，富鉱体においては黄鉄鉱位が

破砕されて，そのあいだを黄銅鉱・磁硫鉄鉱が充墳している。すなわち，鉱体及び樋の内

の形成はSユの運動の時期に行われ，続くS2の運動により破砕作用を受け，黄銅鉱及び磁硫

鉄鉱はふたナこびび溶解して充墳し，一部はS，に沿つて入つたものと考えられる。

　4．坑内においては鉱石をはさむ断層が観察されるが，この鉱石は破砕作用を受けてお

らす，周辺に対して紹泥石化作用をあtこえているので，この断層は鉱体形成後の断暦では

なく，変成後以前あるいは変成作用中の形と考えれらる。
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　　　　　　On　the　Geology　and　Ore－deposit　of　the　Tsuboi　Mining

　　　　　　District，　with　Special　Reference　to　the　Crystalline　　　’

　　　　　　Schists　and　the　Morphology　of　Ore・deposit．『

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　by

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Chiharu　MITSUNO．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Abstract

　Cユystalline　schists　in　this　district　consist　of　pelite－schists，　sanpstone－

sΦists，　siliceousschists，　1imestone・schist，　basic－tuff－schists，　diabase・

sc　hists，　serpentine－3chist3，　acidic－tuff－schists　ahd　quartz凹porphyry－schists，

which　belong　to　the　Sangun　metamorphic　zone．　The　original　rock　species

of　crystalIiine　schists　have　been　determined　after　the　field　occurrence　and

microscopic　observation．

　The　stratigraphical　succession　of　the　formation　of　crystslIine　schists　in

the　district　is　tabulated　in　the　de3cending　order　as　follows：

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　皇hi¢kness　（m）

tertiary（sandstones　and　conglomerates）

一一…一一・・一……・………・一・ unconforrmity

basic　－tuff－schists　and　pelite”schists

acidic－tuff－schists　and　quartz－porphyry－schists

considerably　thick　beds　of　basic－tuff鯛schists，

comprising　l　bed　of　diabase－schist　and

limestone・schist（lense）

mainly　sandstone－schists，　interbedded　with

pelite－schists　and　basic－tuff－schists

acidic－tuff－schists

mainly　4　beds　of　basic－tuff－schists　and　pelite－

schists，　interbedded　with　serpentine－schists，

sandstone－schists，　diabase－schists（TsuboiMine

lies　in　basic－tuff－schists）

50十
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The　Tsubo　i　mine　is　a　type　of”kieslager’，　lying　in　basic－tuff－schist　in
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the　Iowe3t　zon6．　　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　．　　　　　f

Th・a・・ang・ゆt・f・re　b・die3　sh・w・an　6・h・1・・type　and　ea・h・r6・b・dy

consists　of　small　ore　body　group3，　and　the　relation　between　these　3mall

・・eb・dy　g…p・i・lal・・an　e・h・1・n　typ・・　　　　　．

The　cry・talline　schi・t・i・th・di・t・i・t　hgv6　di・tinct　S－su・face（S，）

which　crosse3　the寧chi3to3ity　plane（S1）at　high　angle3（about　NW　70°）・

Th・S。’一・urfade　c・t　th・S・・Plane，・h1・・itized・・ck・（Hi・・uchi）a・d・・e

》

veinlets，　and：ore　bodies（mainly　pyrite3）have　been　crashed　by　the

m・veni・ht・　rep・e’
・ent・d’by　th・S…u・！ace・　apd　fill・d・P．by．　Chal・・py・itls

and　pyrrhotite3．・

　　In　the　adits，　the　aUth6r　has　・ob3erved　several　fau　lts，　along　whic　h　or¢

b・di・・a・d・h1・・itized・・ck・have　b．een　f・u・d・・…　　　1－・　　　・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・：昌

　　　　　　　　　　　　　　　b
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